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　９月９日から降り続いた台風１８号による大雨の影響で、町内
各所で甚大な被害が発生しました。
　１０日から１６日までの避難者は１００世帯２１７人、１７日
現在の住宅などの被害は床上浸水１６戸、床下浸水１０１戸、
全壊や一部損壊など４戸が確認されました。
　また、国道では２８９号（針生～東）、３５２号（内川～戸中、
戸中～新田原、新田原～滝原）が通行止めになるなど、町民の
生活に多大な影響をもたらしました。

　議会も１１日から３０日まで会期を延長し、１４日と１５日に
災害現場を視察、改めて想像以上の被害を確認したことから、
１日も早い復旧に取り組むために一般質問の質疑を省略して文書
による回答といたしました。

　被害に遭われた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。

写真は、国道３５２号戸中地内の崩落現場
（９月１１日撮影）
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９ 月 定 例 会平成２６年度一般会計・特別会計決算

平成26年度一般会計決算　　　　　を認定
歳　入

145億8,341万円
歳　出

140億6,354万円

ー　支　　出　－
前年度との対比額

食　　費
【人件費】 208万円（▲1万円）

光熱水費・日用品の購入
【物件費・補助費等】 362万円（20万円）

養育費・医療費など
【扶助費】 92万円（8万円）

車の修理代など
【維持補修費】 79万円（19万円）

子どもへの仕送り
【他会計への繰出金】 118万円（2万円）

貯　　金
【積立金】 89万円（▲ 7万円）

生命保険など
【投資・出資・貸付金】 12万円（4万円）

家屋の増改築など
【投資的経費】 276万円（40万円）

災害からの復旧
【災害復旧事業費】 10万円（▲13万円）

ローンの返済
【公債費】 160万円（▲7万円）

１年間の支出合計 1,406万円（65万円）

ー　収　　入　ー
前年度との対比額

給　　料
【町税】 159万円（3万円）

パート収入
【負担金・使用料・手数料など】 15万円（▲1万円）

親からの仕送り
【地方交付税・国県支出金など】 987万円（6万円）

ローンの借り入れ
【町債】 151万円（33万円）

その他の収入・貯金引出
【寄附金・繰入金・繰越金・諸収入】 142万円（29万円）

不動産収入
【財産収入】 4万円（▲1万円）

１年間の収入合計 1,458万円（69万円）

１０００分の１に
置き換えてみると・・・

※貯金残高およびローンの返済残高には、特別会計を含んでいます。

貯金残高は 757 万円（+28万円） ローンの返済残高は 2,167 万円（▲4万円）

町の家計簿

　平成２７年第３回定例会が、９月１１日から３０日までの２０日間の会期で開催され、
町からは、条例改正４件、平成２６年度決算認定８件、補正予算５件、その他の議案など
３件が提出されました。
　また、議会からは、委員会提出議案２件が提出され、慎重な審議が行われました。
　なお、豪雨災害の影響で議事日程が大幅に変更となり、お詫び申し上げます。
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９ 月 定 例 会 平成２６年度一般会計・特別会計決算

町
の
家
計
は
大
丈
夫 

？

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
収
入
で
５
・

０
％
、
支
出
で
４
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

収
入
で
は
、
町
が
自
由
に
使
え
る
財
源

「
給
料
（
町
税
）」
が
若
干
増
え
ま
し
た
が
、

全
体
の
10
・
９
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
家
計
の
外
に
頼
る
財
源
「
親
か

ら
の
仕
送
り
（
地
方
交
付
税
・
国
県
支
出

金
な
ど
）」
は
、
全
体
の
67
・
７
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
家
屋
の
増
改
築
（
新
庁
舎

建
設
・
広
域
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
等

整
備
）
で
出
費
が
増
え
た
も
の
の
、
教
育

費
（
学
校
耐
震
化
大
規
模
改
修
）
や
災
害

復
旧
な
ど
の
事
業
量
が
減
っ
た
こ
と
で
支

出
が
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
の
家
計
を
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
親
か

ら
の
仕
送
り
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
堅
実

な
や
り
く
り
（
行
財
政
運
営
）
が
さ
れ
て
、

少
し
ず
つ
状
況
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
的
に
ロ
ー
ン
を
返
済
し
な

が
ら
、
着
実
に
貯
金
を
積
み
立
て
し
て
残

高
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
は
、
良
い
傾
向

と
い
え
ま
す
。

　

親
か
ら
の
仕
送
り
に
頼
ら
な
い
自
律
的

な
家
計
を
保
つ
た
め
に
も
、
第
一
次
産
業

の
活
性
化
や
企
業
誘
致
な
ど
で
町
民
所
得

の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

平 成 26 年 度 特 別 会 計 の 決 算 額
会  計  名 歳　入 歳　出 差　引

　 国 民 健 康 保 険 　 20 億 9,248 万円 20 億 5,351 万円 3,897 万円
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,336 万円 2 億 1,274 万円 62 万円
介 護 保 険 18 億 5,660 万円 18 億 3,152 万円 2,508 万円
農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 4,205 万円 1 億 4,158 万円 47 万円
公 共 下 水 道 事 業 4 億　876 万円 3 億 9,376 万円 1,500 万円
簡 易 水 道 事 業 6 億 9,065 万円 6 億 8,661 万円 404 万円

企業会計 収　入 支　出 差　引

水道事業会計 収益的収支 1 億 5,252 万円 1 億 4,224 万円 1,028 万円
資本的収支 7,950 万円 1 億 5,810 万円 ▲ 7,860 万円

主 な 財 政 指 数
項　目 平成 26 年度 平成 25 年度 解　　　説

財 政 力 指 数
（３カ年平均） 0.231 0.228 町の仕事に必要な経費をどのくらい自力で賄えるか

を表す数値で、「１」に近いほど財政力が高い。

標準財政規模 89億5,607万円 91億1,881万円 町の標準的仕事に必要な経費の額

経常収支比率 84.1 84.7
町税や地方交付税などの収入が、経常的な支出（給
与・借金返済など）にどのくらい使われたかを示す
数値で、小さいほど自由に使えるお金が多い。

実質公債比率
（３カ年平均） 7.0 8.3

標準財政規模に対する借金返済の割合で、18％を超
えると、新たに借金をするときに許可が必要になる
など制限が付く。

将来負担比率 16.6 21.0 将来負担しなければならない借金などが、標準財
政規模に対してどのくらいあるかを表す数値

決

算

審

査

の

報

告
木下光廣 代表監査委員

　

審
査
し
た
関

係
書
類
は
、
い

ず
れ
も
関
係
法

令
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
、
そ

の
係
数
は
誤
り

の
な
い
も
の
で

あ
り
、
予
算
の

執
行
お
よ
び
財
政
運
営
状
況
は
お
お
む
ね
適
正
な

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
な
ど
は
依
然
と
し
て
未

納
額
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
状
況
を
み

る
と
、
そ
の
増
加
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
職
員

の
真
摯
な
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
負
担
の
公
平
性
の
確
保
と
受
益

者
負
担
の
原
則
か
ら
、
未
納
対
策
な
ど
で
収
納
率

の
向
上
に
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
財
政
指
数
は
、
健
全
財
政
に
向

け
た
改
善
の
あ
と
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も
普

通
交
付
税
な
ど
一
般
財
源
の
減
少
や
人
口
減
少
に

よ
り
、
財
政
の
見
通
し
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
が
必

要
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
・
効
果
的
な
活
用
を
念

頭
に
置
き
、
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
に
向
け
、
行
政
評
価
の

効
果
的
な
運
用
が
望
ま
れ
ま
す
。
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会
津
高
原
ス
キ
ー
場
条
例
の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

　

共
通
シ
ー
ズ
ン
券
の
料

金
が
、
町
内
外
で
大
き
な

差
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

理
由
は
。

被
災
し
た
ス
キ
ー
場
の
復
旧
は

　

利
用
者
の
安
全
安
心
が

確
保
で
き
る
か
が
課
題
で

あ
り
、
現
在
は
復
旧
へ
向

け
た
技
術
的
な
手
法
を

検
討
し
て
い
ま

す
。

　

関
係
者
と
の

協
議
で
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
ゲ

レ
ン
デ
の
一
部

封
鎖
を
視
野
に

入
れ
た
営
業
も

検
討
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
で
、

だ
い
く
ら
・
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場
で
ゲ
レ
ン
デ
の
一

部
が
崩
落
す
る
な
ど
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
復
旧
の
時
期
は
。

高
野 

精
一 

議
員

平

成

26

年

度

一

般

会

計

決

算

　

４
路
線
の
う
ち
１
路
線

で
、
１
人
あ
た
り
の
経
費

が
多
額
で
す
。

　

こ
の
路
線
に
対
す
る
検

討
会
な
ど
を
組
織
し
て
、

改
善
に
向
け
て
取
り
組
む

考
え
は
。

　

当
該
地
域
で
は
検
討
会

が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
公
共
交
通
に
対
す
る

課
題
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
も
、
公
共
交
通
対
策

協
議
会
な
ど
の
既
存
の
組

織
の
な
か
で
検
討
し
ま

す
。

乗

合

タ

ク

シ

ー

の

改

善

を

　

こ
の
路
線
は
、
他

の
路
線
に
比
べ
て
走

行
す
る
距
離
が
も
っ

と
も
長
く
、
経
費
も

多
額
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
今

後
の
公
共
交
通
に
求

め
ら
れ
る
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
者
の

目
線
に
立
っ
た
検
討

を
重
ね
な
が
ら
、
経

費
を
含
め
た
改
善
に

向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

湯
田
賢
太
朗 

議
員

総
合
政
策
課
長

　

さ
か
い
温
泉
さ
ゆ
り
荘

は
、
南
郷
地
域
の
観
光
拠

点
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
が
、
老

朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

　

町
も
、
さ
ゆ
り
荘
の
老

朽
化
は
認
識
し
て
お
り
、

建
て
替
え
を
計
画
す
る
時

期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
建
て
替
え
の
基

本
計
画
を
作
成
し
な
が

ら
、
平
成
30
年
度
に
只
見

川
電
源
流
域
振
興
協
議
会

の
支
援
事
業
を
受
け
て
実

施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

ま
す
。

さ
ゆ
り
荘
の

整
備
計
画
は

たかつえスキー場の崩落現場
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星　

光
久 

議
員

総
務
課
長

　

共
通
券
の
料
金
設
定

は
、
こ
れ
ま
で
町
民
の
み

な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
安
価
な
料
金
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

副
町
長

町　

長

山
内　

政 

議
員

副
町
長

　

こ
の
事
業
で
出
産
を
迎

え
る
方
が
お
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
へ
の
通
院
に

対
し
て
支
援
を
拡
充
す
る

考
え
は
。

　

南
会
津
地
域
で
出
産
す

る
こ
と
は
、
医
療
環
境
的

に
非
常
に
厳
し
い
も
の
で

あ
り
、
本
件
の
場
合
は
通

常
分
娩
に
比
べ
て
通
院
経

費
的
に
も
負
担
が
大
き
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
立
南
会
津

病
院
へ
の
産
婦
人
科
医
の

配
置
を
粘
り
強
く
要
望
す

る
と
と
も
に
、
出
産
後
の

子
育
て
環
境
へ
の
支
援
を

含
め
て
検
討
し
ま
す
。

不
妊
不
育
事
業

の

拡

充

を

楠　

正
次 

議
員

町　

長

高齢者の移動にはかかせない乗合タクシー
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滝
原
地
内
の
「
あ
ら
か

い
健
康
キ
ャ
ン
プ
村
」
の

所
管
は
商
工
観
光
課
で
す

が
、
施
設
運
営
の
性
質
か

ら
所
管
課
を
見
直
す
べ
き

で
は
。

　

施
設
の
設
置
条
例
を
制

定
し
た
当
時
に
商
工
観
光

課
が
所
管
で
あ
り
、
現
在

も
継
続
し
て
い
る
状
態
で

す
。

　

議
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
し
た
経
過
も
あ

り
、
再
度
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 指

定
管
理
施
設
の

所
管
課
の
見
直
し
を

室
井 

嘉
吉 

議
員
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災
害
を
受
け
た
ト
マ
ト

農
家
は
、
５
段
目
あ
た
り

の
収
穫
時
期
を
迎
え
て
い

ま
し
た

　

共
済
保
険
が
適
用
さ
れ

て
も
、
そ
れ
以
上
の
被
害

額
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

安
心
し
て
就
農
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
大
胆

な
支
援
を
実
施
し
て
は
。

　

就
農
者
に
対
し
て
は
、

町
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
よ

る
、
農
産
物
な
ど
の
全
体

的
な
被
害
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
町
や
国
で
支
援

で
き
る
内
容
を
見
極
め
て

対
応
し
ま
す
。

被
災
し
た
ト
マ
ト
農
家
へ
の
支
援
は

　

本
年
度
の
除
雪
に
関
す

る
作
業
員
の
賃
金
や
委
託

料
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

星 

登
志
一 

議
員

　

災
害
の
復
旧
作
業
で
土

木
事
業
者
も
多
忙
に
な

り
、
一
方
で
町
が
雇
用
す

る
除
雪
作
業
員
３
人
が
、

雇
用
を
継
続
し
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
員
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
賃
金
の
上

貝
田 

美
郎 

議
員

平

成

26

年

度

一

般

会

計

決

算

副
町
長

　

過
去
の
決
算
審
査
で
、

荒
海
中
学
校
で
問
題
視
さ

れ
て
い
る
土
地
に
対
す
る

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
対
応
は
。

　

当
該
土
地
は
す
で
に
町

が
買
収
し
町
の
土
地
と
し

て
登
記
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
個
人
の
建
物
に

占
有
さ
れ
て
い
る
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
裁
判
や

所
有
者
と
の
間
で
協
議
の

場
を
持
ち
ま
し
た
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、
土

地
の
明
け
渡
し
へ
の
合
意

に
至
ら
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

町
と
し
て
は
、
教
育
委

員
会
や
財
産
管
理
の
分
野

で
、
継
続
し
て
解
決
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

荒

海

中

学

校

の

土

地

問

題

監
査
の
指
摘
事
項
と
し
て
継
続
を

　

指
摘
の
内
容
は
財
産
に

関
す
る
も
の
で
す
が
、
決

算
審
査
で
は
新
規
に
取
得

し
た
財
産
を
重
点
的
に
監

査
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
土
地
は
、
取
得
か

ら
数
十
年
が
経
過
し
て
い

る「
既
に
取
得
し
た
財
産
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
監
査

の
対
象
外
で
あ
り
決
算
審

査
で
意
見
は
述
べ
て
い
ま

せ
ん
。

　

近
年
は
そ
の
指
摘
も
見

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
監

査
の
項
目
に
は
該
当
し
な

い
も
の
で
す
か
。

星　

光
久 

議
員

星　

光
久 

議
員

木
下
代
表
監
査
委
員

副
町
長

一
般
会
計
補
正
予
算

町　

長

除

雪

作

業

員

確

保

に

向

け

た

賃

金

上

乗

せ

を

建
設
課
長

　

会
津
地
方
の
あ
る
自
治

体
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

額
に
対
す
る
返
礼
を
充
実

さ
せ
て
実
績
を
延
ば
し
て

い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
も
貴
重

な
財
源
で
あ
り
、
町
も
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

　

本
町
に
も
、
多
く
の

方
々
か
ら
貴
重
な
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
純
粋
に
町
を

応
援
し
た
い
と
返
礼
を
お

断
り
す
る
方
も
お
り
ま
す

の
で
、
双
方
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
対
応
し
ま

す
。 ふ

る
さ
と
納
税
で

返
礼
の
充
実
を

渡
部 

訓
正 

議
員

町　

長

乗
せ
な
ど
を
検
討
す
る
考

え
は
。



 
一  
般  

質  

問

１　森　　秀一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・９㌻
　　①町設置看板の目的は
　　②児童・生徒のいじめ対策は

２　室井　嘉吉　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・10㌻
　　①町有観光施設について
　　②地方創生について

３　山内　　政　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・11㌻
　　①南会津町の地方創生は地元力の向上で
　　②民泊等による教育旅行の現状と課題について

４　室井　英雄　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・12㌻
　　①妊産婦に対するアクセス支援について
　　②中心市街地活性化について

５　渡部　訓正　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・13㌻
　　①防災無線の活用について
　　②きのこ原木の放射線量全数検査について
　　③介護保険制度について

６　大桃　英樹　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・14㌻
　　①沿道草刈りで来町者におもてなしを
　　②新庁舎建設で協働のまちづくりを

７　楠　　正次　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・15㌻
　　①交流人口増加対策について
　　②ふるさと納税推進について
　　③不妊・不育治療費助成制度について
　　④いじめ防止対策推進法について
　　⑤「いじめ防止対策推進法」での道徳教育の教科化について
　　⑥南会津町のいじめ防止対策の取り組みについて

８　丸山　陽子　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・16㌻
　　①高齢者対策について
　　②観光対策について

９　湯田　　哲　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・17㌻
　　①針生地区水力発電について
　　②ＩＣＴ時代の行政運営コストの再検証を
　　③高杖のボイラー問題、山形県最上町から学べ

10　星　登志一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・18㌻
　　①介護保険施設の現状と課題
　　②町民参加のまちづくり

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般

に
わ
た
り
執
行
機
関
に
問
題
点
を
た
だ
し
、

所
信
の
表
明
を
求
め
て
政
治
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　平成２７年９月定例会の一般質問は、台風１８号の大雨による影響で町内
に甚大な被害が発生したことから、１日も早い復興に取り組むため、質疑を
省略して文書による回答といたしました。
　なお、通告した１０人の質問と執行機関の回答をお知らせいたします。

登 壇 順 序 ・ 質 問 項 目

　町政を問う！
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保
護
者
か
ら

　

の
情
報
が
、

未
然
防
止
、
早
期
の
発
見

と
対
応
、
再
発
防
止
に
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
理
解
い

た
だ
く
た
め
、
保
護
者
会

な
ど
で
説
明
し
て
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
得
ら
れ
た
情
報

は
関
係
者
間
で
共
有
し
な

が
ら
問
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
看
板
は
、

　

施
設
の
顔
と
も

い
え
ま
す
。

　

特
に
、
ス
キ
ー
場
の
看

板
は
色
あ
せ
や
汚
れ
が
ひ

ど
い
の
で
、
改
修
す
べ
き

で
は
。

　

児
童
や
生
徒
の

　

い
じ
め
に
対
す

る
、
教
育
委
員
会
の
対
応

は
。

　町政を問う！

教育長＝早期発見と対応に努める

児 童 生 徒 の い じ め 対 策 は

  

森　
　

秀
一　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

各
ス
キ
ー
場

　

の
看
板
は
合

併
前
に
設
置
し
た
も
の

で
、
表
示
や
デ
ザ
イ
ン
が

統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
統
一
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
の
設
置
を
検
討

し
、
色
あ
せ
な
ど
の
看
板

は
計
画
的
に
改
修
や
撤
去

を
進
め
ま
す
。

問町
長

　
「
南
会
津
町

　

い
じ
め
防
止

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

各
学
校
か
ら
の
報
告
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
て
、
実
態

把
握
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 問

　

学
校
や
教
職
員

　

が
取
り
組
ん
で

い
る
防
止
策
は
。

　

各
学
校
の
実

　

態
に
応
じ
て

定
め
る
「
学
校
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
を
基
に
、

防
止
対
策
の
組
織
な
ど
を

設
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
教
育
相
談
な
ど
を
充

実
さ
せ
、
早
期
の
発
見
と

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

問

　

い
じ
め
が
発
生

　

し
た
と
き
の
、

担
任
や
学
校
の
対
応
は
。

　

有
識
者
の
協

　

力
を
得
て
、

い
じ
め
を
受
け
た
児
童
生

徒
や
保
護
者
に
対
す
る
支

援
と
、
い
じ
め
を
し
た
児

童
生
徒
に
対
す
る
指
導
と

保
護
者
へ
の
助
言
に
、
組

織
的
に
対
応
し
ま
す
。

問
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ス
キ
ー
場
看
板
の
改
修
を

町
長
＝
計
画
的
に
改
修
や
撤
去
を
進
め
る

　

保
護
者
と
の
情

　

報
の
共
有
は
。

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

デザインの統一や改修が求めれる４スキー場の看板



　

平
成
24
年
に
、

　

南
会
津
町
第
三

セ
ク
タ
ー
経
営
評
価
委
員

会
か
ら
「
南
会
津
町
第
三

セ
ク
タ
ー
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
」
の
答
申
が
あ

り
、
多
く
の
施
設
が
廃
止

や
売
却
な
ど
、
厳
し
い
検

討
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
平
成
27

年
度
中
に
そ
の
結
論
を
出

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
進
捗
は
。

　

答
申
を
踏
ま

　

え
て
地
域
経

済
に
与
え
る
影
響
な
ど
を

考
慮
し
、
次
の
３
つ
の
方

針
を
定
め
ま
し
た
。

①
該
当
す
る
ス
キ
ー
場
・

　

温
泉
宿
泊
施
設
の
方
針

②
※
１

　

交
付
税
一
本
算
定
を

　

視
野
に
入
れ
た
財
政
規

　

律
の
強
化

③
第
三
セ
ク
タ
ー
法
人
間

　

の
競
争
意
識
を
高
め
、

　

同
時
に
民
間
の
参
入
を

　

促
進

町長＝新たな方針で今後も継続

スキー場など町有観光施設の今後の扱いは

問町
長

町政を問う
一 般 質 問

  
室
井　

嘉
吉　

 

議
員

　

本
年
３
月
に
、

　

同
委
員
会
よ
り

「
町
有
観
光
施
設
に
対
す

る
提
言
及
び
提
案
書
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
の
答
申
と
併
せ
て
、

町
有
観
光
施
設
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

　

運
営
し
な
が

　

ら
存
続
に
向

け
た
営
業
戦
略
を
進
め
、

純
民
間
法
人
の
参
入
に
よ

る
収
支
の
改
善
や
、
競
争

意
識
の
芽
生
え
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、

経
営
状
況
に
改
善
が
見
ら

れ
ま
す
。

問町
長

10みなみあいづ議会だより　第３８号
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し
か
し
、
未
だ
厳
し
い

状
況
に
あ
る
の
で
、
今
後

は
新
た
に
策
定
し
た｢

町

有
観
光
施
設
に
係
る
町
の

方
針｣

に
よ
り
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
や
雇
用

状
況
、
各
施
設
の
財
務
状

況
や
教
育
振
興
な
ど
を
勘

案
し
て
、
次
の
４
つ
の
方

針
で
運
営
し
て
い
き
ま

す
。

①
全
施
設
の
継
続
運
営

②
公
募
を
基
本
と
し
た
指

　

定
管
理
者
の
選
定

③
公
費
支
出
の
上
限
額
な

　

ど
を
設
定

④
安
定
的
な
経
営
推
進
の

　

た
め
指
定
管
理
期
間
を

　

５
年
と
し
再
評
価

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
地
方
創
生
つ
い
て

第三セクター経営評価委員会による提言書の手交（平成 27年３月 18日）

用語　
※
１

　

交
付
税
一
本
算
定

　

合
併
後
10
年
間
は
、
旧
４
町
村
の
普
通
交
付

税
が
合
算
し
て
配
分
さ
れ
る
が
、
合
併
11
年
目

か
ら
段
階
的
に
減
額
し
、
16
年
目
に
は
一
つ
の

自
治
体
と
し
て
見
直
さ
れ
る
。

　

一
本
算
定
に
よ
り
、
一
般
的
に
配
分
額
は
減

額
す
る
。



　

将
来
的
に
は

　

農
業
生
産
法

人
な
ど
の
営
農
組
織
は
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
集
落
座
談
会

な
ど
で
、
集
落
営
農
組
織

や
農
業
生
産
法
人
の
設
立

に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

町長＝各分野で効果的な施策を検討

地方創生を見据えた施策の展開を

　

水
稲
栽
培
の
後

　

継
者
対
策
と
し

て
、
田
島
地
域
に
農
業
生

産
法
人
な
ど
の
営
農
組
織

を
設
立
す
る
考
え
は
。

問町
長

教
育
旅
行
の
現
状
と
課
題
は

  

山
内　
　

政　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

町
長
＝
信
頼
回
復
が
課
題

　

民
泊
に
よ
る
、

　

教
育
旅
行
の
誘

客
戦
略
は
。

　

新
規
受
入
農

　

家
へ
の
説
明

会
や
先
進
地
の
視
察
研
修

に
よ
り
、
受
入
体
制
の
強

化
と
南
会
津
郡
内
各
町
村

と
の
連
携
し
た
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

併
せ
て
、
首
都
圏
へ
の

誘
致
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
粘
り

強
く
実
施
し
ま
す
。

問
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地
場
産
業
は

　

地
域
経
済
を

先
導
し
、
雇
用
の
場
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を

支
え
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

議
論
の
な
か
で
、
よ
り
効

果
的
な
支
援
策
を
検
討
し

ま
す
。 　

町
内
で
企
業
経

　

営
し
て
い
る
地

場
産
業
の
育
成
も
、
企
業

誘
致
同
様
に
重
要
で
す
。

　

さ
ら
な
る
支
援
策
は
。

問町
長

　

県
で
は
、「
ふ

　

く
し
ま
型
Ｃ

Ｌ
Ｔ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

で
関
係
機
関
が
連
携
し
て

研
究
開
発
中
で
す
。

　

し
か
し
、
未
知
の
部
分

が
あ
る
た
め
一
般
的
な
実

用
化
ま
で
は
時
間
が
必
要

で
あ
り
、
町
と
し
て
は
時

期
尚
早
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
技

術
開
発
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
判
断

し
ま
す
。

　

森
林
活
用
方
策

　

と
し
て
、
※
１

　

Ｃ

Ｌ
Ｔ
住
宅
需
要
を
見
据
え

た
工
場
誘
致
な
ど
に
取
り

組
む
考
え
は
。

問町
長

町
長

　

県
は
、
教
育
旅

　

行
の
回
復
を
震

災
前
と
比
較
し
て
49
％
と

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
の
回
復
率
は
。

問
　

震
災
前
後
の

　

実
績
は
左
表

の
と
お
り
で
、
約
64
％
ま

で
回
復
し
て
い
ま
す
。

町
長

民泊等による教育旅行の実績
（括弧内は、うち農家民泊）

年度 受入団体数 延べ宿泊者数

22 年度 261 団体　　
（21 団体）　　

44,967 人　　
（3,704 人）　　

26 年度 182 団体　　
（6 団体）　　

28,691 人　　
（1,761 人）　　

用語　
※
１

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ

　

Cross Lam
inated Tim

ber

の
略
称
で
、

ひ
き
板
を
並
べ
た
層
を
、
板
の
方
向
が
層
ご
と

に
直
交
す
る
よ
う
に
重
ね
て
接
着
し
た
大
判
の

パ
ネ
ル



　

南
会
津
町
と
し

　

て
「
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」
を

策
定
す
る
考
え
は
。

　

合
併
前
に
策
定

　

さ
れ
た
「
田
島

町
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
の
、
南
会
津
町

へ
の
引
継
ぎ
と
、
計
画
の

実
施
状
況
は
。

　

合
併
後
も
、

　

中
心
市
街
地

の
賑
わ
い
づ
く
り
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
同
計
画
に

沿
っ
た
事
業
展
開
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

町
内
で
、
妊
産

　

婦
に
対
す
る
医

療
体
制
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
多
く
の
方
が
１
時

間
以
上
か
け
て
会
津
若
松

市
で
出
産
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
１
９
６
市
町
村
で

は
、
妊
産
婦
に
対
す
る
交

通
費
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
県
内
の
状
況
は
。

　

県
内
で
は
、

　

二
本
松
市
の

み
が
妊
産
婦
に
対
す
る
ア

ク
セ
ス
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

町長＝計画に沿った事業展開に取り組む

中 心 市 街 地 の 活 性 化 を

問町
長

問町
長

町政を問う
一 般 質 問

  
室
井　

英
雄　

 

議
員

　

引
き
続
き
、

　
「
田
島
町
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
に
よ
り
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

問町
長

　

国
も
、
医
師
の

　

偏
在
や
分
娩
施

設
の
減
少
を
踏
ま
え
、
ア

ク
セ
ス
支
援
に
前
向
き
で

す
。

　

町
の
考
え
は
。

　

県
立
南
会
津

　

病
院
で
妊
産

婦
の
受
け
入
れ
が
困
難
に

な
っ
て
か
ら
、
多
く
の
方

が
会
津
若
松
市
内
の
病
院

で
出
産
す
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

ア
ク
セ
ス
支
援
は
、
妊

産
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
う
え
で
有
効
な
手

段
で
あ
り
、
今
後
は
近
隣

町
村
の
動
向
を
踏
ま
え
て

支
援
内
容
を
検
討
し
ま

す
。 問
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町
長

　

し
か
し
、
同
計
画
の
策

定
か
ら
９
年
が
経
過
し
、

社
会
経
済
情
勢
も
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
商

工
会
や
関
係
機
関
と
連
携

大勢の人で賑わう七夕まつり（田島地域中心部）
主催：南会津町商業振興協同組合

安
心
し
て
出
産
す
る
た
め
の

ア

ク

セ

ス

支

援

を

町
長
＝
動
向
を
踏
ま
え
て
支
援
内
容
を
検
討

し
て
整
備
計
画
な
ど
を
検

証
し
な
が
ら
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
た
調

査
と
研
究
を
進
め
ま
す
。



　

午
後
４
時
の

　

放
送
は
、
行

政
区
と
の
意
見
交
換
会
の

結
果
を
踏
ま
え
て
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
よ
り

効
果
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
向
け
、
行
政
区

の
意
向
も
伺
い
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

　

な
お
、「
防
災
に
関
す

る
出
前
講
座
」を
活
用
し
、

機
器
の
操
作
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。

　

町
民
へ
の
お
知

　

ら
せ
や
、
注
意

を
呼
び
掛
け
る
防
災
無
線

は
午
後
４
時
に
放
送
さ
れ

ま
す
が
、
聞
き
や
す
い
時

間
帯
に
変
更
す
る
考
え

は
。

　

ま
た
、
行
政
区
ご
と
に

独
自
放
送
も
可
能
で
す

が
、
緊
急
時
の
操
作
が
出

来
な
か
っ
た
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

　

操
作
説
明
会
を
実
施
す

る
考
え
は
。

　

南
会
津
郡
内
の

　

放
射
線
量
は
基

準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、「
き
の
こ
原
木
」
は

抽
出
検
査
で
安
心
・
安
全

が
不
安
視
さ
れ
、
生
産
量

が
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
全
数
検
査
を

す
る
機
械
の
配
置
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
町
の
対

応
は
。

　

ま
た
、
機
械
配
置
後
の

検
査
費
用
は
、
米
の
全
袋

検
査
同
様
に
東
京
電
力
㈱

が
補
償
す
べ
き
で
す
が
、

町
の
考
え
は
。

　

放
射
線
量
の

　

基
準
値
以
下

が
確
認
さ
れ
た
原
木
の
生

産
が
進
め
ば
、
安
全
で
信

頼
さ
れ
る
南
会
津
産
の
原

木
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
機
械
導
入
に

は
課
題
も
あ
る
た
め
、
原

木
生
産
者
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
米
の
全
袋
検
査

同
様
、
検
査
費
用
は
東
京

電
力
㈱
が
補
償
す
べ
き
と

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
強

く
補
償
を
求
め
ま
す
。

町長＝行政区の意見を伺い検討

防 災 無 線 の 放 送 時 間 の 検 討 を

問町
長

放
射
線
量
全
数
検
査
の
実
施
を

町
長

  

渡
部　

訓
正　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

町
長
＝
関
係
機
関
を
交
え
て
協
議

問

職員による防災行政無線の放送のようす
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そ
の
他
の
質
問
　

　
・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て



　

近
年
、
沿
道
の

　

雑
草
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
景
観
計
画
に
基
づ

く
、
沿
道
美
化
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　

毎
年
８
月
の

　
「
全
国
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
合
わ

せ
て
、
清
掃
美
化
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
応
援
交
付

金
事
業
で
景
観
づ
く
り
に

取
り
組
む
行
政
区
や
、
本

年
度
は
合
併
10
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
沿
道
に
山

つ
づ
じ
の
植
栽
を
実
施
し

た
団
体
な
ど
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
の
「
う
つ

く
し
ま
の
道
・
サ
ポ
ー
ト

制
度
」
に
よ
る
苗
や
肥
料

の
提
供
で
、
沿
道
美
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

町長＝景観づくりへの取り組みに支援

沿 道 美 化 の 取 り 組 み は

問町
長

町政を問う
一 般 質 問

  
大
桃　

英
樹　

 

議
員
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景
観
に
対
す
る

　

意
識
の
育
成

や
観
光
資
源
開
発
の
た

め
、「
私
の
好
き
な
町
の

風
景
」
を
町
民
か
ら
募
集

し
て
町
内
外
に
発
信
し
て

は
。

　

地
域
の
シ
ン

　

ボ
ル
と
な
る

建
造
物
や
樹
木
を
町
民
か

ら
募
集
し
、
景
観
重
要
建

造
物
、
景
観
重
要
樹
木
と

し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
士
会
田
島

支
部
青
年
部
で
は
、
毎
年

「
ま
ち
な
み
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
、

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
の
内
容
は
、
関
係

団
体
な
ど
と
協
議
し
て
検

討
し
ま
す
。

問町
長

　

自
治
体
に
よ
っ

　

て
は
、
住
民
団

体
な
ど
に
草
刈
業
務
を
委

託
す
る
こ
と
で
、
良
好
な

景
観
を
維
持
し
て
い
ま

す
。

　

町
の
考
え
は
。

　

町
道
の
草
刈

　

り
は
、
道
路

網
の
整
備
状
況
や
維
持
管

理
経
費
、
地
域
力
な
ど
を

考
慮
し
て
、
住
民
団
体
な

ど
へ
の
業
務
委
託
を
検
討

し
ま
す
。

問町
長

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
新
庁
舎
建
設
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

山つつじ植栽後の記念撮影（田島地域針生地内）



　

不
妊
・
不
育
治

　

療
費
助
成
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
４
年
目

に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
制
度
に
よ
り

妊
娠
・
出
産
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
の
有
無
は
。

　

平
成
24
年
度

　

か
ら
開
始
し

た
こ
の
支
援
で
、
妊
娠
・

出
産
に
至
っ
た
方
が
お
り

ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
着
実
に

成
果
が
出
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
を

　

生
か
し
た
年

42
回
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
、
独
自
の
受
け
入
れ
態

勢
の
強
化
で
誘
客
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
冬

期
間
の
経
済
活
性
化
の
拠

点
で
あ
る
４
つ
の
ス
キ
ー

場
の
誘
客
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
域
の
主
な

観
光
資
源
と
誘
客
対
策
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

観
光
事
業
や
交

　

流
人
口
の
拡
大

は
、
人
口
減
少
の
影
響
を

緩
和
さ
せ
、
地
域
社
会
の

活
性
化
や
経
済
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
の
潮
流
は

通
過
型
や
集
団
型
か
ら
、

個
人
型
や
体
験
学
習
な
ど

の
交
流
型
に
シ
フ
ト
し
て

い
ま
す
。

　

本
町
の
交
流
人
口
の
増

加
対
策
と
、
４
地
域
の
観

光
誘
客
の
戦
略
は
。

町長＝町独自の誘客活動を展開

交 流 人 口 の 増 加 対 策 を

問

不
妊
・
不
育
治
療
費
助
成
の
成
果
は

問

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
に
つ
い
て

　
・
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
つ
い
て

　
・「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
で
の
道
徳
教
育
の
教
科
化
に
つ
い
て

　
・
南
会
津
町
の
い
じ
め
防
止
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

町政を問う
一 般 質 問

  

楠　
　

正
次　

議
員

町
長
＝
着
実
に
成
果
が
出
て
い
る

町
長
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町
長

町内各地域の主な観光資源と誘客対策

地域 取　組　内　容

田島

会津田島衹園祭や鴫山城跡などの歴史文化型観光資源をはじめ、駒止湿

原や七ヶ岳などの自然資源の活用と、地域力を生かした各種イベントに

よる交流人口の増加

舘岩

田代山などの自然資源や、歴史的景観を残している前沢曲家集落や水引

集落の活用、友好都市さいたま市からの誘客強化と、裁ちそばのブラン

ド化による知名度向上などを展開

伊南

レジャー資源の伊南川のアユ釣り、久川城跡や大桃の舞台などの歴史的

資源、小豆温泉や古町温泉の保養施設の活用と、新設整備するクロスカ

ントリーコースで大会や合宿を誘致

南郷

南郷スキー場や高清水自然公園をレクリエーションの拠点として位置づ

け、界温泉や山口温泉を保養の拠点として整備し、南郷トマトを活用し

た誘客を推進



　

パ
ソ
コ
ン
を

　

活
用
し
た
観

光
情
報
検
索
ツ
ー
ル
へ
の

対
応
は
重
要
で
す
。

　

今
後
は
、
道
路
利
用
者

の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
観
光
情
報
の
発
信
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

　

県
内
外
か
ら
訪

　

れ
る
観
光
客
に

向
け
て
、
町
の
観
光
情
報

が
検
索
が
で
き
る
よ
う
、

主
要
な
施
設
へ
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
す
る
考
え
は
。

　

認
知
機
能
低

　

下
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
、
※
１

　

運
動
器

機
能
向
上
事
業
の
実
施
や

※
２

　

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
事
業
を
開
催
し
、

介
護
予
防
運
動
の
指
導
者

を
育
成
し
ま
す
。

　

高
齢
化
と
と
も

　

に
、
認
知
症
の

人
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
介
護
予
防
お
よ

び
認
知
予
防
対
策
の
実
施

状
況
は
。

介護予防と認知症予防への対策は

問

町長＝介護予防運動の指導者を育成する

問

町
長
＝
道
路
利
用
者
の
動
向
を
見
極
め
て
検
討

町
長

  
丸
山　

陽
子　

 

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

ラ
ジ
オ
体
操

　

は
短
時
間
で

全
身
運
動
が
で
き
、
健
康

づ
く
り
に
効
果
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

各
集
落
で
取
り
組
め
る

よ
う
、
ラ
ジ
オ
体
操
Ｃ
Ｄ

を
希
望
し
た
44
の
行
政
区

に
配
布
し
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

寝
た
き
り
に
な

　

ら
な
い
た
め
の

予
防
と
健
康
維
持
の
一
環

と
し
て
、「
ラ
ジ
オ
体
操
」

に
よ
る
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
考
え
は
。

問町
長

観
光
情
報
検
索
に
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
を

町
長
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平
成
26
年
８

　

月
の
実
施
か

ら
本
年
８
月
末
現
在
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
希
望
し
て
活
動

し
て
い
る
方
は
５
２
７
人

で
す
。 　

昨
年
か
ら
、
高

　

齢
者
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
状
況
は
。

問町
長

　

現
在
、
本
町

　

で
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
は
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
担
い
手
な
ど
を

調
査
し
、
実
施
の
可
否
を

検
討
し
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
が

　

取
り
組
ん
で
い

る
、「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
」
を
導
入
す
る
考

え
は
。 問町

長

用語　
※
１

　

運
動
器
機
能
向
上
事
業

　
　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

　

防
止
す
る
た
め
の
、
運
動
教
室
を
開
催

　
※
２

　

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

　
　

地
域
の
身
近
な
場
所
で
、
介
護
予
防
の

　

運
動
教
室
を
実
施
す
る
支
援
者
を
育
成

ボランティアポイントカード兼登録証



　

針
生
地
区
で
水

　

力
発
電
事
業
を

予
定
し
て
い
た
、
日
本
工

営
㈱
が
撤
退
し
た
理
由

と
、今
後
の
町
の
考
え
は
。

　

町
税
や
水
道
料

　

な
ど
の
事
務
処

理
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

合
併
か
ら
５
年
ご
と

の
、
行
政
運
営
に
関
係
す

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
使
用

料
な
ど
の
決
算
額
は
。

町長＝送電網の強化や発電事業者に対する支援を強く要望

針生地区の水力発電事業、今後の対応は

問町
長
＝
コ
ス
ト
の
圧
縮
を
検
討

行
政
運
営
コ
ス
ト
の
再
検
証
を

　

左
表
の
と
お

　

り
で
す
。

町
長

  

湯
田　
　

哲　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

本
年
４
月

　

に
、
日
本
工

営
㈱
が
東
北
電
力
㈱
に
対

し
て
系
統
連
係
を
事
前
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
当
地

域
で
は
送
電
網
の
容
量
に

余
裕
が
な
い
た
め
、
現
時

点
で
の
事
業
実
施
は
不
可

能
と
い
う
理
由
で
す
。

　

町
は
、
国
や
県
に
対
し

て
送
電
網
の
強
化
や
発
電

事
業
者
に
対
す
る
支
援
な

ど
の
要
望
を
今
後
も
継
続

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
衰
退
阻
止
に

取
り
組
み
ま
す
。

問
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町
長

　

50
キ
ロ　
ワ
ッ
ト

以
下
の

　

小
規
模
水
力
発

電
は
可
能
で
す
。

　

町
内
の
民
間
事
業
者
か

ら
、
参
入
計
画
が
あ
っ
た

場
合
の
対
応
は
。

問

　

こ
れ
ま
で
同

　

様
に
、
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

町
長

行政運営関係コンピューター使用料決算額

年度 管理料 リース料 ソフトウェア使用料

18 年度 1,134 万円 3,609 万円 2,475 万円

23 年度 1,665 万円 2,928 万円 2,731 万円

26 年度 1,288 万円 3,834 万円 3,536 万円

　

コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
ー
化
に
よ
る

便
利
さ
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、
ソ
フ
ト
会

社
へ
の
依
存
度
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
の
検
討
や

研
究
が
必
要
で
は
。

問
　

ソ
フ
ト
会
社

　

で
独
自
の
シ

ス
テ
ム
開
発
が
進
み
、
他

社
で
の
改
修
や
運
用
保
守

が
で
き
ず
、
費
用
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
は
こ
の
よ
う

な
事
態
を
回
避
す
る
た

め
、
行
政
関
連
ソ
フ
ト
に

対
す
る
デ
ー
タ
型
式
の
統

一
化
な
ど
の
ル
ー
ル
づ
く

り
を
し
て
い
る
た
め
、
町

も
そ
の
適
否
を
見
極
め
な

が
ら
、
経
費
の
圧
縮
に
努

め
ま
す
。

町
長

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
高
杖
の
ボ
イ
ラ
ー
問
題
、
山
形
県
最
上
町
か
ら
学
べ

台風18号通過後の旧針生発電所取水口のようす



　

１
人
や
２
人
暮

　

ら
し
で
、
要
介

護
３
以
上
の
人
数
は
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
対
策

と
増
床
計
画
は
。

　

該
当
す
る
方

　

は
31
人
で
、

緊
急
時
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
増
床
整
備
は
、

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
平
成
30
年
度
以
降
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

町長＝次期介護保険事業計画で実施予定

介 護 施 設 の 増 床 計 画 は

町
長

問

  
星　

登
志
一　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

国
民
年
金
の
方

　

に
介
護
保
険
負

担
限
度
額
制
度
を
説
明
し

て
も
、
介
護
施
設
の
入
所

費
用
に
対
す
る
支
払
い
へ

の
不
安
が
消
え
ま
せ
ん
。

　

制
度
の
周
知
方
法
は
。

　

ま
た
、
年
金
収
入
そ
れ

ぞ
れ
60
万
円
の
夫
婦
の
１

人
が
、
民
間
施
設
に
介
護

３
で
入
所
し
た
場
合
の
費

用
と
助
成
制
度
の
有
無

は
。 問

　

町
で
は
、
相

　

談
者
へ
の
説

明
の
ほ
か
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
摘
の
場
合
の

入
所
費
用
は
、
預
貯
金
な

ど
が
基
準
以
下
と
仮
定
す

る
と
本
人
負
担
額
は
月

５
万
１
３
０
０
円
程
度
で

す
。

　

な
お
、
入
所
費
が
年
金

額
を
超
え
た
場
合
の
助
成

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
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看
護
師
不
足
の

　

な
か
で
、
南
会

津
郡
内
の
問
題
と
し
て
本

町
が
先
導
し
、
解
決
し
て

い
く
考
え
は
。

問
　

町
は
、
看
護

　

師
を
目
指
す

学
生
に
対
す
る
奨
学
金
貸

与
制
度
や
、
町
内
の
医
療

機
関
な
ど
に
看
護
師
と
し

て
就
職
し
た
場
合
に
、
奨

学
金
の
返
還
を
免
除
す
る

制
度
を
平
成
26
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

貸
与
の
実
績
は
左
表
の

と
お
り
で
す
が
、
今
後
も

各
町
村
が
連
携
し
た
新
た

な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

町
長

　

人
材
育
成
の
取

　

り
組
み
と
し

て
、
高
校
と
の
連
携
を
考

え
る
べ
き
で
は
。

問
　

現
在
は
、
社

　

会
福
祉
協
議

町
長

奨学資金の貸与状況
（看護師養成所等）

年度 人数

26 年度 3 人

27 年度 3 人

会
の
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
を
通
じ
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
を
し
て
お
り
、
今
後
も

関
係
団
体
と
連
携
し
、
人

材
の
育
成
や
確
保
に
努
め

ま
す
。

平成２７年度上半期（４月１日～９月３０日）

サマーボランティア事業のようす
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議会活動報告 平成２７年度上半期（４月１日～９月３０日）

月 日 活　　動　　内　　容 対  応  者
４ ７ 議会広報委員会 議会広報委員

13 会津縦貫南道路整備促進期成同盟会監査 議長
５ ７ 議員懇談会 全議員

12 第２回議会臨時会 全議員
20 県町村議会議長会広報研修会 議会広報委員
25 全国森林環境税創設促進議員連盟正副会長会議 議長

会津総合開発協議会南会津地方部会 副議長
会津総合開発協議会総会

26 全国町村議会正副議長研修会（～ 27日まで） 正副議長
６ ４ 請願受理 議長

５ 県町村議会議長会総会 議長
９ 議会運営委員会 議会運営委員

正副議長
12 第２回議会定例会（初日） 全議員

議員懇談会
正副常任委員長会議 正副議長

正副常任委員長
15 総務委員会 総務委員

産業建設委員会 産業建設委員
文教厚生委員会 文教厚生委員
議会広報委員会 議会広報委員

16 総務委員会 総務委員
産業建設委員会 産業建設委員
文教厚生委員会 文教厚生委員

17 正副常任委員長会議 正副議長
正副常任委員長

第２回議会定例会（２日目：一般質問） 全議員
18 第２回議会定例会（３日目：一般質問） 全議員
19 第２回議会定例会（最終日：議案審議） 全議員
22 県道黒磯田島線整備促進期成同盟会監査 産業建設委員長

県道高陦田島線改修促進期成同盟会監査 総務委員長
24 新人議員研修会（初日） 新人議員
25 新人議員研修会（２日目） 新人議員
26 産業建設委員会 産業建設委員
29 会津縦貫南道路整備促進期成同盟会地方要望 議長
30 県道高陦田島線改修促進期成同盟会総会 関係議員

７ １ 会津総合開発協議会役員会 議長
議会報告会 Ａ班議員

２ 県町村議会新人議員研修会 新人議員
３ 会津縦貫南道路整備促進期成同盟会県要望 議長
６ 議会運営委員会 議会運営委員

正副議長
第３回議会臨時会 全議員
総務委員会 総務委員

７ 議会広報委員会 議会広報委員
会津総合開発協議会国出先機関要望 議長

８ 会津総合開発協議会国出先機関要望 議長
９ 会津縦貫南道路整備促進期成同盟会中央要望 議長
10 南会津地方町村議会議員大会 全議員
16 議会広報委員会 議会広報委員

全国森林環境税創設促進議員連盟第22回定期総会 議長
17 南会津地方町村議会議長会視察研修（～18日まで）議長
21 国道400号舟鼻峠改良促進期成同盟会役員会・総

会
関係議員

22 台東区副区長・議長表敬訪問 正副議長
24 国道289号線建設期成同盟会総会・事業説明会 議長
28 国道352号改良工事促進期成同盟会監査 産業建設委員長
30 国道401号改良整備促進期成同盟会総会・中央要

望
議長

月 日 活　　動　　内　　容 対  応  者
８ ３ 県議長会正副議長研修会 正副議長

４ 産業建設委員会（～５日まで） 産業建設委員
６ 地方創生議員研修会 全議員
10 県道黒磯田島線整備促進期成同盟会総会 関係議員
11 文教厚生委員会 文教厚生委員
19 全国森林環境税創設促進議員連盟臨時正副会長会

議
議長

南会津地方町村議会議員大会決議事項の県出先機
関要望

副議長

県道栗山舘岩線整備促進期成同盟会総会 関係議員
21 国道352号改良工事促進期成同盟会総会 関係議員
25 産業建設委員会行政視察研修（～ 27日まで） 産業建設委員
26 文教厚生委員会 文教厚生委員
27 会津総合開発協議会・会津縦貫南道路整備促進期

成同盟会合同中央要望（～ 28日まで）
議長

９ １ 請願受理 議長
２ 会津総合開発協議会南会津地方部会県要望 議長
３ 文教厚生委員会 文教厚生委員
８ 議会運営委員会 議会運営委員

正副議長
11 第３回議会定例会（初日：会期の決定ほか） 全議員
14 豪雨災害現地視察 田島地域議員

議会運営委員会 議会運営委員
15 豪雨災害現地視察 舘 岩・ 伊 南・ 南

郷地域議員
18 第３回議会定例会（２日目：提案理由の説明ほか）全議員

議員懇談会
議員研修会
正副常任委員長会議 正副議長

正副常任委員長
24 総務委員会 総務委員

産業建設委員会 産業建設委員
文教厚生委員会 文教厚生委員
議会広報委員会 議会広報委員

25 総務委員会 総務委員
産業建設委員会 産業建設委員
文教厚生委員会 文教厚生委員

28 正副常任委員長会議 正副議長
正副常任委員長

第３回議会定例会（３日目：議案審議・閉会） 全議員
29 行政視察受け入れ（栃木県芳賀町議会） 正副議長

※議員としての職務を優先する活動のみ掲載しています。
※その他、入学式などの式典、各種団体の会合、地域イベ
　ントなどへの参加は除いています。

産業建設委員会のようす（平成 27年 6月 26日）
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災害現場を視察、想像を超える被害を確認

① ③

⑥⑤

⑦ ⑨⑧

⑪ ⑫
①町道の崩落（田島地域）
②河川の氾濫で堤防が決壊（田島地域）
③橋梁の崩落（田島地域）
④河川の氾濫で堤防が決壊（田島地域）
⑤河川の氾濫で大破したトラック（田島地域）
⑥だいくらスキー場ゲレンデの崩落（田島地域）

⑦民家脇の沢の氾濫（南郷地域）
⑧流木で大破した橋梁の欄干（舘岩地域）
⑨河川の氾濫で倒壊した南郷トマトのパイプハウス（舘岩地域）
⑩河川の氾濫で冠水した南郷トマト（舘岩地域）
⑪河川の氾濫で大破した堤防（舘岩地域）
⑫民家裏山の斜面の崩落（舘岩地域）

台風１８号による関東・東北豪雨災害は、１０月６日に激甚災害に指定されました。
現在は、復旧に向けた取り組みが進められています。

④

⑩

②


